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第２学年 道徳科学習指導案 

場 所 ２年２組教室 

                           児 童 男２０名 女１５名 計３５名 

                           指導者 千 葉 貴 大 

 

１ 単元名「自分も相手も気持ちよく学校生活を送るためには」（ユニット名） 

主題名「みんなのことを考えて」 教材名「黄色いベンチ」 

 

２ 単元の指導構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 指導にあたって 

   そこで，『自己の生き方について考えを深める子供』を育むために，その実現に向けて，以下のような手立

てをとる。 

視点１ 教科等間の『考えるための技法』の活用・発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供の資質・能力 

 主体的に学習に取り組もうとする子供の姿があ

り，自分自身の経験と重ねて考えようとしている。

しかし，他者の考えを聞いて，自分の考えを再構

築する姿はあまり見られず，自分の考えを深める

ことがなかなかできない。 

子供の経験 

 学級のきまりや約束は，全体で意見を

出し合い決めてきた。しかし，学習時間や

休み時間などに関わらず実際の行動場面

になると，守ることができずトラブルが

発生するケースが多々見られる。 

学習指導要領 

 内容項目C‐１０「規則の尊重」 

「約束やきまりを守り，みんなが使

う物を大切にすること。」 

学習の系統性（学習後） 

〇道徳科 

・「公園のおにごっこ」【親切・思い 

やり】 

 相手の喜びを自分の喜びとして

受け入れる道徳的心情を養う。 

 

・「オレンジ色の木の実」【規則の尊

重】 

 他人に迷惑をかけずに生活する

ことが，よりよい生活につながるこ

とに気付き、約束やきまりを守ろう

とする道徳的態度を養う。 

 

 

学習の系統性（学習前） 

〇道徳科 

・「まいごのすず」【親切・思いやり】 

 身近な人のことを考えて，親切に

することの大切さに気付き，声をか

けたり手を差し伸べたりするなどの

親切な行為として表していこうとす

る道徳的心情を養うことをねらいと

した。 

・「雨上がり」【善悪の判断，自律， 

自由と責任】 

 よいと思うことを自分から進んで

やろうとする道徳的判断力を養うこ

とをねらいとした。 

 

 

 

 

単元について 

 本単元は「自分も相手も気持ちよく学校生活を送るためには」を

テーマに，よりよい学級集団について見つめ直すユニットである。 

 ユニットを通して，相手を思いやることのよさ，良いことと悪い

こととを区別することの大切さを学び，最後に自分勝手な行動を慎

んだり，きまりや約束を守ったりすることがどうして大切なのかを

考えていく。単位時間の終末に「自分も相手も気持ちよく学校生活

を送るために大切なこと」について考える活動を設定する。そのこ

とで，充実した集団生活を送る上での大切なことについての考えの

変容や深まりを実感できると思われる。 

 以上のことから，子供自身の生活経験を手掛かりにしながらお互

いが気持ちよく学校生活を送るために心掛けたいことについて，考

えを深めることができるようにしていきたい。 

〔学校行事〕 

 運動会での取り組みを通して考えたことと

これまでの自分たちの様子を関連付けること

で，仲間と協力することのよさを明らかにす

る。（なぜ，仲間と協力することが大切なのか

を問う。） 

〔日常生活〕 

 交通安全教室で考えたことと正しい廊下歩行

や給食の約束を関連付けることで，安全に学校生 

活を送るために様々なきまりや約束があること

を明らかにする。（なぜ，きまりや約束が必要な 

のかを問う。） 

＜深い学びの姿＞ 

 これまでの生活経験を踏まえ，自分も相手

も気持ちよく学校生活を送るためにはどんな

ことを心掛けることが大切なのかを見つめ直

し，今後の生活に生かそうとする姿 

〔日常生活〕 

 友達とのトラブルについて考えたこととト

イレの利用の実態を関連付けることで，非を認

める素直な気持ちの大切さを明らかにする。

（なぜ，素直な気持ちが大切なのか理由を問

う。） 

〔道徳科〕 

 教材場面から考えたこととこれまでの

自分自身の経験を関連付けることで，お互

いが気持ちよく過ごすためにきまりや約

束があることを明らかにする。（なぜ，きま

りや約束があるのかを問う。） 

〔生活科〕 

 町探検での行動について考えたことと学校生 

活を関連付けることで，相手のことを考えて行 

動する理由を明らかにする。（なぜ，相手のこと 

を考えて行動するのか問う。） 
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視点２ 深い学びの実現に向かう単元構成 

「自分も相手も気持ちよく学校生活を送るためには」をテーマに，子供が自分も学級の仲間も気持ちよく

日  々 の生活を送るために大切なことを見つめ直し，今後の生活に生かすことができるように，次のように単

元を構成する。 

 ・ 自分も相手も気持ちよく学校生活を送るために様々な視点から考えることができるように，「親切，思いや

り」「善悪の判断，自律，自由と責任」「規則の尊重」という異なる内容項目をつなぐ。 

 ・ 自分勝手な行動によりトラブルが発生していたり，自分の思いを優先してしまい，学級全体で確認したき

まりや約束を守ることができなかったりする，という実態を意識して，今後の自分自身の生活を見つめ直す

ように促す。 

 ・ ３時間のユニットを通して，自分も相手も気持ちよく学校生活を送るために大切なことを捉え直し，再構

築できるように，毎回授業の終末で「自分も相手も気持ちよく学校生活を送るために大切なこと」を考える

場面を設定し，ワークシートに記入を促す。 

 

視点３ 単位時間の考える活動の充実 

 ・ 導入で，自分たちの身近なきまりや約束を想起し，自分事の問題として本時の学習を捉え，子供の考える

必要感をもつことができるようにする。そのために，普段の自分はきまりや約束を守って生活することがで

きているか振り返ることを促す。 

 ・ 展開前段では，登場人物の行動と表情を関連付け，きまりや約束を守ることで笑顔で楽しい時間につなが

ることに気付くことができるように，「もし，男の子たちがきまりや約束を守っていたらどんな表情になって

いたか」を問う。 

 ・ 展開後段では，自分の考えの変容や今後の生き方への思いや願いの深まりを実感できるよう，自分も相手

も気持ちよく学校生活を送るために心掛けたいことを考える場を設定する。 

 

４ 単元の指導計画 ユニットのテーマ「自分も相手も気持ちよく学校生活を送るためには」（本時３／３） 

 

 

 

 

【道徳科】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【他教科等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己の生き方についての考えの深まり 

 これまでの生活経験を踏まえた考えの交流を通して，お互いが気持ちよく学校生活を送るため

にはどんなことを心掛けることが大切なのかを見つめ直し，今後の生活に生かそうとする姿 

友達と助け合う 自分自身を高める 集団で高め合う 

第１時「まいごのすず」 

【親切・思いやり】 

ねらい 

 身近な人のことを考えて，親

切にすることの大切さを感じ

させ，声をかけたり手を差し伸

べたりするなどの親切な行為

として表していこうとする道

徳的心情を育てる。 

第２時「雨上がり」 

【善悪の判断，自律・自由】 

ねらい 

 よいことと悪いこととの区

別をし，よいと思うことを自分

から進んでやろうとする道徳

的判断力を育てる。 

 

 

第３時「黄色いベンチ」 

【規則の尊重】 ※本時 

ねらい 

 自分勝手な行動が人の迷惑

になることに気付き，きまりや

約束を守って行動しようとす

る道徳的心情を育てる。 

 

 

算数 

 解けなくて悩んでいたり困っ

ていたりする友達に対して，説明

し合い全員で学びながら，分かり

合うことができる。 

生活科 

 野菜の栽培やイモリの飼育などの動植

物のお世話をする活動を通して，自分の行

動が命を育んでいることに気付き，よいこ

とと悪いことを判断して，進んで動植物の

お世話をしようとする態度を養う。 

学校行事「遠足」 

 自分勝手な行動を我慢し，楽しい思

い出を作るためにきまりや約束を守

ることの大切さを実感することがで

きる。 
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５ 本時の指導計画 

（１） 目標（活用する「考えるための技法」・関連付ける） 

    自分勝手な行動が人の迷惑になることに気付き，きまりや約束を守って行動しようという心情を育てる。 

    【道徳的心情】 

（２） 見取りの視点 

    子供同士の考えの交流を通して，「きまりや約束を守ることの大切さ」についての捉えを広げたり深めた

りしているか。 

（３）展開           

段階 主な学習活動・学習内容 教師の支援（◇評価） 資料 

問
題
の
把
握
（
８
分
） 

１ 価値についての意識を高め，問題意識を共

有する。 

 〇 どんなきまりや約束がありますか。 

 ・ 廊下を走ってはいけない。 

 ・ 家に帰ったら手洗いやうがいをする。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「黄色いベンチ」のあらすじを確認する。 

 

・ 身近なところにきまりや約束があふれてい

ることを気付くことができるように，校内に

掲示されているきまりや約束に関わる掲示物

を紹介する。また，自分自身はそれらのきま

りや約束を守ることができているか振り返る

ことを促し，子供のきまりや約束についての

捉えを把握する。 

・ 子供が課題意識をもつことができるよう

に，きまりや約束を守っていない様子を見か

けたらどんな気持ちになるかを問う。 

 

・ きまりや約束に焦点を当てて考えることが

できるように，二人の男の子たちの行動に注

目しながら範読を聞くように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワーク

シート 

 

 

・挿絵 

道
徳
的
価
値
の
追
求
・
主
体
化
（
２
７
分
） 

３ 教材をもとに話し合い，価値について考え

る。 

（１） 男の子たちの公園での遊び方について，  

自分たちの生活と関連付けて発表する。 

 〇 男の子たちの遊び方でよくないことは何

ですか。 

 ・ 靴を履いたままベンチの上にいる。 

 ・ 立ったままブランコに乗っている。 

 ・ 靴を履いたままブランコに立っている。 

 

 

（２） 顔を見合わせた男の子たちの気持ちに  

ついて考える。 

 〇 はっとして顔を見合わせた二人はどんな

顔をしていると思いますか。また，そう思

う理由はなぜですか。 

 ・ 泣きそうな顔。 

 ・ 困った顔。 

 ・ どうしようという顔。 

 ・ 自分たちのせいで，女の子の服が汚れて

しまったから。 

 ・ 女の子やおばあさんに迷惑をかけてしま

ったから。 

 

 

 

・ 遊んでいるときの楽しい気持ちを優先して

いたためにきまりや約束を守ることが出来な

った男の子たちの心情に気付くことができる

ように，遊んでいるときの表情を想像するよ

うに促す。また，本時の教材と自分の経験を

重ねて考えることができるように，「自分自身

にも同じような経験がないか」を問う。 

 

 

・ 自分たちのよくない行動に気付いた二人の

男の子たちの気持ちに思いを馳せることがで

きるように，表情を想像することを促す。ま

た，想像した表情からどんな気持ちになって

いると思うか問う。 

・ 二人の男の子がきまりを守らなかったため

に，女の子やおばあさんも困った表情を浮か

ばせていることに気付くことができるよう

に，女の子やおばあさんの表情を想像するよ

うに促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表情

カード 

 きまりややくそくがあるのは，どうし

てだろう。 
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４ 自己を見つめ，自己の生き方について考え 

 を深める。 

 〇 もし，ベンチが汚れていなければ女の子 

はどんな顔で遊んでいたでしょうか。また， 

男の子たちの顔はどうなっていたでしょう 

か。 

 ・ 女の子もおばあさんも笑顔だったと思う。 

 ・ 服が汚れることもないし，公園で楽しく 

  遊ぶことができたから笑顔だと思う。 

 ・ 男の子たちも笑顔で遊んでいたと思う。 

 ・ 靴を脱がなかったから、困った顔になっ 

ているけど，ちゃんと脱いでいればずっと 

笑顔だったと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終
末
（
１
０
分
） 

５ 教師の説話を聞く。 

 

 

 

６ 本時の学習を振り返る。 

 〇 きまりや約束は，どうしてあるのでしょ 

  うか。 

 ・ みんなが笑顔で過ごすため。 

 ・ けがをしないように過ごすため。 

 

 〇 今までの自分は，どうだったでしょうか。

また，これからどうしていきたいですか。 

 

 

 

 

 

 〇 今日の学習を振り返りましょう。 

・ 教材と日常生活をつなげることができるよ

う，学校生活できまりや約束を守っている子

供の様子を紹介し，称揚する。 

 

 

・ 教材場面から考えたことを自分の生活につ

なげることができるように，「なぜ，きまりや

約束があるのか」を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「これまでの自分はどうだったか。」「今日

の学習で大切だと思ったこと。」「これからど

う考えていくか。また，どう行動していくか。」

という３つの視点で振り返るように促す。 

 

 

 

 

 

・ワーク

シート 

 

手立て① 

 きまりや約束を守ることは，安全に生活す

るだけでなく，お互いが気持ちよく過ごすこ

とにもつながると考えを深めることができ

るように，次の手立てを講じる。 

① 「男の子がきまりを守っていたら，女  

の子やおばあさん，二人の男の子は，ど 

んな表情になっていたか」を問う。 

② 二人の男の子が笑顔を見せている場 

面の比較を促し，「きまりを守らなかっ 

たときの笑顔と守ったときの笑顔は同 

じか，違うか」を問う。 

手立て② 

 本時を通しての自分の考えの変容や今

後の生き方への思いの深まりを実感でき

るよう，自分も相手も気持ちよく学校生活

を送るために大切なことを考える場を設

定する。 


